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医師政治連盟は自
じ

見
み

はなこ氏を全力で応援します
府医新春互礼会に自見氏が来駕

医師会は強い政治力を持たなくてはならない!!

自見はなこ氏が掲げる政策

サ
ポ
ー
タ
ー
名
簿
獲
得
に
尽
力
を

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟
か
ら
の
お
願
い

　

大
阪
府
医
師
会
は
１
月
５
日
午
後
、
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で
平
成
28
年
新
春

互
礼
会
を
開
催
。
大
阪
選
出
の
衆
参
国
会
議
員
・
大
阪
府
議
会
議
員
・
大
阪
市

会
議
員
ら
が
出
席
す
る
中
、
７
月
の
参
議
院
議
員
比
例
代
表
選
挙
に
お
け
る
自

民
党
公
認
で
あ
り
、
日
本
医
師
連
盟
が
推
薦
す
る
自
見
は
な
こ
氏
が
登
壇
し
、

自
身
の
活
動
を
報
告
す
る
と
と
も
に
熱
い
思
い
を
述
べ
た
。

　

自
見
氏
は
39
歳
で
小
児

科
の
勤
務
医
。
現
在
、
月

曜
日
は
外
来
診
察
、
火
曜

日
は
午
前
の
診
察
後
、
日

本
医
師
会
常
任
理
事
会
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

画
し
、
残
り
の
日
を
全
国

訪
問
に
あ
て
て
い
る
。
昨

年
訪
れ
た
郡
市
区
医
師
会

は
約
７
０
０
、
医
療
機
関

数
は
１
５
０
０
を
数
え

る
。
自
見
氏
は
「
女
性
の

勤
務
医
で
あ
り
、
若
輩
の

自
分
が
大
役
を
果
た
せ
ら

れ
る
の
か
」
と
不
安
が
あ

っ
た
と
振
り
返
る
。
し
か

し
今
は
、
各
地
へ
直
接
足

を
運
ぶ
中
、
地
域
住
民
の

健
康
を
守
る
医
師
の
姿
勢

・
医
師
会
が
果
た
す
役
割

の
大
き
さ
を
痛
感
し
、

「
自
分
の
使
命
を
再
認
識

し
た
」
と
語
る
。
国
民
皆

保
険
制
度
と
い
う
財
産
を

守
り
、
次
の
世
代
に
伝
え

て
い
く
―
―
。
そ
の
強
い

思
い
が
、
不
安
を
押
し
の

け
、
政
治
の
道
へ
と
突
き

動
か
す
。

　

自
見
氏
の
信
念
は
２

つ
。
ひ
と
つ
は
「
正
し
い

こ
と
を
主
張
す
る
も
の
は

強
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
。
医
療

従
事
者
が
思
い
描
く
「
正

し
い
こ
と
」
は
患
者
の
命

で
あ
り
、
そ
の
先
に
あ
る

家
族
・
社
会
を
守
る
気
持

ち
。
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る

に
は
、
政
治
の
世
界
で
言

う
力
、「
い
か
に
多
く
の

支
援
を
得
た
の
か
」
が
必

要
だ
と
訴
え
、
医
師
が
一

丸
と
な
る
重
要
性
に
理
解

を
求
め
た
。
も
う
ひ
と
つ

は
「
医
療
と
医
療
以
外
を

結
ぶ
強
固
な
架
け
橋
に
な

り
た
い
」
と
の
思
い
。
自

身
が
守
り
た
い
の
は
国
民

の
健
康
で
あ
り
、
日
本
の

安
全
安
心
と
し
、
気
持
ち

を
変
え
る
こ
と
な
く
、

「
一
生
守
り
抜
く
」
と
力

を
込
め
た
。
ま
た
、
安
倍

晋
三
首
相
が
掲
げ
る
重
点

事
項
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
子
育
て
支
援
」
に
対

し
、「
魂
を
得
た
施
策
で

あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
発

言
。
与
党
国
会
議
員
の
中

に
小
児
科
専
門
医
が
ひ
と

り
も
い
な
い
状
況
に
鑑

み
、
専
門
医
の
立
場
か
ら

加
わ
り
た
い
と
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
た
。

　

最
後
に
、「
い
た
だ
い

た
ご
恩
は
、
言
葉
で
は
伝

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
感
謝
の
意
を
表
明
。
改

め
て
今
後
の
活
動
に
向
け

て
決
意
を
述
べ
、
意
欲
を

示
す
と
と
も
に
、
全
力
で

務
め
を
果
た
す
と
誓
っ

た
。

　

な
お
、
新
春
互
礼
会
に

は
、
自
民
党
大
阪
府
支
部

連
合
会
よ
り
中
山
泰
秀
・

衆
議
院
議
員
、
公
明
党
大

阪
府
本
部
よ
り
石
川
博
崇

・
参
議
院
議
員
、
お
お
さ

か
維
新
の
会
よ
り
伊
東
信

久
・
衆
議
院
議
員
、
民
主

党
大
阪
府
総
支
部
連
合
会

よ
り
尾
立
源
幸
・
参
議
院

議
員
ら
多
数
が
来
賓
と
し

て
参
席
。
各
氏
よ
り
祝
辞

が
披
露
さ
れ
、
医
師
会
が

果
た
す
べ
き
役
割
や
期
待

の
大
き
さ
が
示
さ
れ
た
。

祝
宴
に
お
い
て
も
、
医
療

の
在
る
べ
き
姿
や
、
医
政

に
関
す
る
議
論
が
至
る
と

こ
ろ
で
展
開
。
大
阪
府
に

お
け
る
適
切
な
地
域
医
療

提
供
体
制
の
構
築
な
ど
に

つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。

　昨今の医師会活動において、「会員の政治への関心が極めて低い
こと」が指摘されています。国民が望む医療を提供するには、医師
会が強い政治力を持たなければなりません。一人ひとりが危機意識
を持ち、次期参議院議員選挙に臨んでいただくよう切にお願いいた
します。

誰もが安心して医療・介護・福祉が受けられる社会を
必要な医療・介護・福祉が過不足なく受けられる社会をつくります
・国民皆保険体制を守り発展させます
・健康寿命の延伸に取り組みます
・�皆様がより安全な医療が受けられるように、医療事故の再発防止を図り、医療従事者
が安心して働ける医療環境をつくります
・医療にかかる税制問題（控除対象外消費税）の抜本的解決を目指します
・皆様の命や健康を守るため医療にかかる過度の規制緩和に反対します
・医師の偏在をなくし、医師不足・看護師不足の解消を図ります
・東日本大震災からの復興支援に取り組みます
・災害に強い医療・介護提供体制の構築を目指します

医療・介護・福祉の立場でまちづくりを
地域に密着した保健・医療・介護提供体制をつくり地域包括ケアシステムの構築を進め
ます
・かかりつけ医が地域を支えるまちづくりを目指します
・�地域の中で、生涯にわたる保健・医療・介護システムの構築、そして急性期から在宅
まで、切れ目のない医療・介護の連携を推進します

子ども・子育て支援、女性の力がさらに発揮される社会を
医療・介護分野でも、より女性の力が発揮できる社会をつくります
・男女共同参画を更に推進します
・地域の中で支え合う子ども・子育て支援とまちづくりを目指します
・女性医師や女性医療従事者の再就職（復職）支援拡充を目指します
・�病児保育も含め、事業所（医療機関等）内の託児施設整備への支援
拡充を目指します
・�がん、生活習慣病、高齢者の健康や医療などについて、学校での健
康教育の充実を目指します

　

平
素
は
大
阪
府
医
師

政
治
連
盟
事
業
に
格
別

の
協
力
・
支
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
、「
医
師
会
が

確
か
な
政
治
力
を
持
つ

こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
」
と
、
常
日
頃
よ

り
申
し
上
げ
て
い
ま

す
。
医
師
会
の
政
治
力

が
衰
弱
す
れ
ば
、
我
々

が
行
い
た
い
適
切
な
医

療
を
提
供
で
き
な
く
な

る
ば
か
り
か
、「
地
域

住
民
に
大
き
な
不
安
を

与
え
る
こ
と
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。
医
師
と
し

て
決
し
て
看
過
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
こ
そ
全
医
師
が
一

丸
と
な
り
、
全
力
で
自

見
は
な
こ
氏
を
応
援
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
医
師
政
治
連
盟
で

は
、
支
援
拡
大
に
向
け

て
サ
ポ
ー
タ
ー
名
簿
の

ご
提
出
等
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
万
全
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
国
民
皆
保
険
制
度

の
堅
持
、
よ
り
良
い
医

療
提
供
体
制
の
構
築
に

向
け
て
、
絶
大
な
る
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟

�

委
員
長　

伯
井
俊
明

伯井委員長（左）はじめ多くが激励。自見氏への期待は増す

「
正
し
い
主
張
」貫
き
通
す
に
は
力
が
必
要
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プロフィール
1976年（昭和51年）２月15日生
長崎県佐世保市生まれ、AB型、水がめ座

2004年　東海大学医学部医学科卒業
　　　　東海大学医学部付属病院初期研修
2006年　池上総合病院内科後期研修
2007年　東京大学医学部小児科入局
　　　　同附属病院小児科勤務
2008年　東京都青梅市立総合病院小児科
2009年　虎の門病院小児科～現在（非常勤）
2015年　自民党参議院比例区（全国区）支部長

日本医師会男女共同参画委員会委員、日本医師連盟参与
日本小児科医連盟参与、東海大学医学部医学科客員講師
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自見はなこ後援会「ひまわり会」入会について　趣味は「マラソン、読書、旅
行、神社・仏閣めぐり」です。
好きな食べ物は「フルーツ、納
豆」ですね。最近、「お花のブ
ローチ集め」を始めました。
　私の大好きな言葉「一生懸
命」をモットーに活動を続けて
まいります。どうぞご指導・ご
支援をいただきますよう、よろ
しくお願いいたします。

　７月の参議院比例代表選挙に向け、日本医師連盟組織内候補の自見はなこ氏は自民
党の公認を得て活動を展開されています。
　より活発な政治活動を行うには、物心両面での支援が不可欠となることから、自見
氏ご自身がその活動を支えるための後援会「ひまわり会」を立ち上げられました。
　医療を第一線で支える先生方の声を、大きな力で国政に直接届けるためにも、大阪
府医師政治連盟は、自見氏を全力で応援してまいりますので、一層のご理解とご支援
を賜りますよう、心からお願い申し上げます。
　なお、入会を希望される方は、所属支部にご連絡いただきますようあわせてお願い
申し上げます。
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